
社会・地理歴史・公民における一人一台端末を活用した授業案 
 

校種・学年 
分野（科目） 公民（公共） 単元名 B 自立した主体としてよりよい社会の形成に参画す 

る私たち （２）主として政治に関わる事項 

 
育みたい社会的事象について 

調べまとめる技能 一人一台端末活用の効果 使用するアプリ 

【情報を読み取る技能】 
・模擬選挙に関わる情報を読み取り、政策

を比較し自分の意見をまとめる。 
・地域社会の課題に関する情報などを収集

し、読み取って考察し、政策としてまとめ

る。 

・Google classroom から資料等

を配信し、共有することで学び

合いを促進する。 
 

・Google classroom 
・Jamboard 
・ＷＥＢサイト、 
 ＲＥＳＡＳ 

 
★一人一台端末を活用する場面 

授業の概要 
実際の選挙をイメージして何を規準に投票するとよいか、政策を比較し、協働して

考察する。また、地域の課題について調べ、他者と協働して政策を立案・提案するこ

とを通して、政治に参加することの重要性について理解を深める。 
学習内容・活動 一人一台端末の活用ポイント 

１時間目 

〇候補 A～D の政策を確認し、それぞれの政策を、「景気」、 「社会保

障」、「教育」「雇用・ 労働」、「エネルギー・環境」のカテゴリーに分け

る。 

 ・生徒によってカテゴリー分けの視点が異なることも考えられる。 

〇候補者の政策を点数化する。 

 ・カテゴリーを優先度の高い順の記入する。 

 ・各候補の政策を点数化し、候補者ごとに政策の合計点を算出する。 

〇候補者を一人選ぶ。 

 ・算出した点数をもとに、投票したい候補者を一人選ぶ。 

 ・選んだ理由（重視した政策や実現して欲しい社会）を記入し、グルー

プ内で発表する。 

〇振り返り 

 ・他者の発表を聞いて、共感できた内容を記入する。 

 ・自分の選択を、財源、世の中のニーズ等の視点で振り返る。 

〇投票 

 ・候補 A～D の中から１名を選び、投票する。 

 ・当選者の政策を確認する。 

２時間目 

〇地域の課題について考察する。 

 ・グループで地域の課題について話し合う。解決したい課題を一つ決め、

課題に関わる情報を集める。 

〇課題を解決するための政策をグループで立案・提案する。 

 ・収集した情報を読み取って、考察・構想し、発表する。 

 
・課題は、Google classroom

で配布、回収する。 
 
・Jamboard を各生徒に配布

する。 
・Jamboard のコピー機能、

背景の設定機能を活用する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・投票はオンラインではな

く、紙で行う。 
 
 
 
・Jamboard をグループに配

布する。 
・Jamboard で意見を出し合

う。 
・市町村ＨＰやＲＥＳＡＳな

どを活用する。 



〇Jamboard のイメージ 

【１時間目】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【２時間目】 


